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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・田茂　ケイ子様～夜間排尿無く、日中も尿量少ない事、緊満（-）圧痛（+）な事から指示受けし導尿施行。主治医より、明日の処方分からのレキサルティ1.5㎎→0.5㎎へ減量の指示あり。梅内薬剤師に問い合わせた所、レキサルティやアムロジピンの副作用として排尿障害があるとの事で主治医へ情報提供している。

・山本　サキヱ様～持参薬のリスペリドン本日で切れる予定。主治医不在の為、田名部Dr.へ報告。リスパダール内用液（1）2×朝夕にて4日分処方頂く。

・奈良　雪江様～主治医不在の為、田名部Dr.より臨時薬2日分処方頂く。

・高山　由井子様～定期の経管栄養カテーテル交換行っている。
13：00直接面会行っている。長男様と孫様に、主治医と内科
医が協力して抗生剤を使用し肺炎治療を行っているが、高齢
で体力が無いということもあり治療が難航していることを説
明。今後の方針について家族で話し合い、ご連絡頂く事とし
ている。また、状態に変化があった場合にはこちらから連絡
することを伝えている。

＜要注目患者様＞
・高山　由井子様～体温37.4℃、他バイタルサイン異常・酸素飽和度低下無し。クーリングにて対応。痰鳴あり、適宜吸引施行。指示の点滴や経管栄養はトラブル無く施行。四肢・体幹の浮腫は持続。

・豊川　京子様～血糖値朝173mg/dl、昼367mg/dl。立ち上がり不安定でスタッフ2名で対応し、トイレで多量に排尿、排便あり。食事は各食1/3摂取している。

・田茂　ケイ子様～昨日、膀胱留置カテーテル抜去後から排尿なく、本日も排尿あるものの少量であり腹部圧痛（+）緊満（-）である事を報告。田名部Dr.から導尿指示頂き、実施。排尿550ml確認している。

・山本　サキヱ様～情動不穏なし。危険行為なく車椅子で経過している。

・日向　タケ様～血糖値朝206mg/dl、昼310mg/dl。食事は2/3～全量摂取してい
る。バイタルサイン異常なく経過。

・高橋　勝次様～メイバランスミニ→すっきりクリミールに変更になり、補助食品を後出しにしているが、摂取量に変わりなし。各食1/3摂取し、終了している。

・工藤　幸一様～15：40リハパン内に赤褐色尿（肉眼的血尿）多量と体熱感あり。体温38.1℃、脈拍55回/分、血圧180/70mmhg、酸素飽和度100％。開眼し声掛けに無言、静かに臥床している。日直医工藤Dr.に報告しコロナ、インフルエンザ抗原検査の指示あり結果：陰性。経過観察の指示あり。

・柳町　信之様～ホールで車椅子に座り過ごしている。不穏さ、危険行為なし。

・苫米地　由紀子様～左側への傾き見られている。介入時に大声を上げる事ある
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